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わが国の鉄鉱業と製鉄業の生いたち

本来ここで同本の鉄鉱凶開発の歴史をのべるのであるが鉄

鉱山は製鉄業と密接し初期の発展段階では両者が同一金

繁で行なわれてい淀ので製鉄玖)魔礎もふくめ資源調盤史を

中心としてわが團鉄鍋業のお冷吹ちをのぺることにした

苗代

古代の鉱業はその瑞逢をみてもわかるよう1こもっと

も原始的な採掘法&製錬法によって発達したむ&はい

畿薮での歴史をふり返ってみるとよくわかる｡郁坤

でも砂鉄砂金を利崩する鉱業はもっおも単くから鶏達

したよい例であるう罰したがってわが園の製鉄業の

始凌りは紀元前一位紀の弥生立籍文化時代の楽期紀窓

かのぽるものでζの鍛静文化の証拠としては福島煤

醐村郡小唐土村松原の遺跡から前漢時代の王弊(繭循

榊鰯)の貨娘&ならんで弥生武士籍宥籍銅鉾銅

剣のほか製鉄繋の行なわれた証虎とみるぺ巷多くの鉄

棒が発兇されている,また樋口清之の研究によ蔦と

今肖製鉄遺跡と考えられる場所の分布はそのほとんど

カミ弥生式土器の発見された場所の分布とよく一致し九

州南端の鹿児島県揖宿郡頴娃町から宮城県宮城郡七ガ浜

村要害大木囲貝塚に至るまでの各地にわたって鉄津や

ふいごの火口の跡カミみられている.このことはその大

部分カミ砂鉄と木炭を原料とする原始的な製鉄法によって

鉄を入手するため古代民族は製鉄原料の砂鉄と森林を

求めて移動しつつ鉄製農器具をか武器をつくっていた

ことを示している曲とくに古代の記録五して残されて

いる古事記出護国風土記(天跳寧(湖)尚版)昔語

拾遺等の記録によると出雲地ガの簸ノ川上流に属名椎

千名椎という者がいて山砂鉄(真砂砂鉄)を原料とする

rたたら吹割鉄製錬に従事したと伝えられまた神門

川の河岸紀佳盾した古志族(大陸から藩だといわれている)

は砂鉄を採取して製鉄業を隆盛1北その尊長八俣

遠目碧がこの地方の先住民族&その鉄鉱場を争ったこ

とが今胃伝えられている吠雛遜滴｣の伝説を生ん

だものといわれている.これは現在の斐伊州の上流

船通山(1143m)のふもと島根県仁多郡鳥上村辺りの

できごとといわれている.

また鉱山秘書の伝えるとこるによると製鰍業は金屋

子神という女神妃よって伝えられたものともいわれてい

る.即ちその一節に唆屋子神は高原より播磨鰯憲相

郡今の岩鍋というをこる紀降簑割沈れ禽数惟る脅会屋子

神といい盤をもって鍋を鐙簑総うごれ数もって彼総数渚鍋と

いうその後貞鷺級藻夢臓騒ぽ瀞誉繊霧鰯鵜議郡の鈍挑濁

に着き火の腐殿登鐘て巌お粉鍛を錐めて蝋慈総東熔鍛の湧

くこと限りなし｣とあるごとからみても欄霊地方の鍛鉄

業カ茎目本最首のものと考えられる曲し花がってこれら

の記録からみると古代目本製鉄業の技術は外来民族と

して渡来したと考えられ出雲民族(大陸)や南方民族に

よってもたらせられたといわれている右大宝時代(701

榊湖)に入る&近江国溌勢1高島の二都常陸国若松

および美作園真庭苫田の二郡ぽおいて砂鉄鉱業が盛ん

ぽなっ恕㌫とは続扇本紀常陸国風土詞(720頃出版)

紀よって細るこ&がで替る幸&くは常陸国風土紀によ

L恕麟

ると唆零元隼(㈹碑)鰯詞媒女朝庫トヘて鍛輔佐備大麻

呂等を率いて砦撚の浜の鉄を繰りて剣を造夢妻銑より南

軽野の里と若松の浜&終墾る間三十余割蛍か夢焼は皆松山

にして伏苓と伏紳とを麓し年毎にこれを掘るその若松

の浦はやがて常陸と下総との二つの国の堺なり安是の湖

に有る砂(沙)鉄は剣を造るに欠きに利し黙れども香島の

たや†

神山たれば靴く入りて松を伐り鉄を穿ることを得ざるなり｣

と記録されている.

728年(神亀§年)に美作の国(岡山県)真庭･苫田の二

郡下から砂鉄製錬によって作りだされた錬鉄は貢米の

代りとするという法令凄で出されたこ&が記録されてい

る仙72レ748年(天平時代)には近江地方の山砂鉄が

籍妻た仏像寿院の建設瑚としての鉄籍鉄材として

あるいは農具周おしての需要が次鶴に増してきたので製

鉄炉も原始的扱欝炉灘(ごの方渕撚そもく地面を凹めて砂

鉄を盛夢その上愛沫嫌(叉は嚢濠)で縞為い自然風紘ぶって

積火溶解し慮紀鰯蜜つ淀鍛掬訟鍛摘す墨方携と思われ蕃)か

ら漸次脱ね亀炉｣へと発達していったようである吉

当時の鉄鉱腐の呼び省としては海溝砂鉄を瞭雛鉄｣

と称し内地に堆積し没(澱丘砂鉄縛)ものおか花繍岩

類の風化分解してできたものを一括して仙紗蜘と称�
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し一般の鉄鉱后はr岩鉄｣と称して分類していたよう

である.

熟当時の記録によると和鋼1トンをつくるのに砂鉄精鉱約三2トン

木炭約14トンという莫大な原料を必要としたといわれている

中世

平安時代末期から鎌倉時代に入ると社会情勢も変り

交通力欄け商品流通が盛んとなるにつけ鉄製品の需

要も一段と増加㌧鉄の加工業が製錬とは分業的に行な

われるようになり主として砂鉄産地と別に全国的に

広まっていった.それは日本刀の古刀(慶長以前の刀)

'の産地を調べてみるとよくわかる.すなわち当時の

製鋼法は鍛押と(和鋼製造法)※呼ばれる様式で砂鉄

から直接つくる直接製鋼法の一種であったと思われる.

備後国におV･ては1152年(延暦24年)に本格的な砂鉄製

錬業が開始されその製品は当時の税金であった絹の貢

物の代りとして約60年間も続いたといわれている.

また東北･北海道におV･ても1264年(文永元年)に岩手

県気仙郡矢作村地方の:岩鉄を原料として気仙沼海岸で

製錬を行なった記録がありまた1456年(庸正2年)要に

北海道渡島国亀田郡鍛治村大森海岸でアイヌ人が砂鉄を

原料とする鉄製錬を行泣い刀剣類を製造したともいわ

たたら

れている.その頃出雲地方では初めて鐘炉(足踏式フ

イゴにより送風する)に類した炉カミ築かれている.この

たたら

rたたら｣については現在も製鋼場をr高殿｣と称し

たり製銑炉をもrたたら｣とも称している.

さて室町時代に入ると大名領国の形成期となりつい

で西欧文化伝来によって刀剣鉄砲類の需要がますま

す増大してきた.すなわち日本の鉄鉱山としては1541年

に初めて現在の爾訪鉱山が武田信玄によって発見され一部開

発されたといわれている.1543(天文12年)年にはポル

トガノレ人によってわが国には初めて種子島に鉄砲が

伝えられた.ここに始めて約レトガノレを通じて欧州技

術が導入されたことになる.そして1573～1591年(天

正時代)のあいだにハックスレｰ氏によっていわゆ

る木炭高炉方式が伝えられたといわれこの方法ででき

た鉄がいわゆるr南蛮鉄｣と称するもので従来の大陸

から導入されたrたたら吹き｣法と異たり鉄津を残す

ことが少溶いので大いに進歩した製鉄法であった.

豊臣秀吉はこの技術をとり入れて1580年に千種川上流

の今の兵庫県穴栗郡千種村付近の山砂鉄(?)を原料と

して鉄製錬(千種銃火鋼)を行桂ったといわれている一

また現在の広島県邑智郡出羽村において残留風化作用で

できた砂鉄鉱からつくられたものが水鋼(石川出羽鋼)

と称されこの両者は当時の著名な鋼産地であるととも

に製錬地であったようである.

近世

目葡目蘭の交易カミ感んになってきた1596～16!5年

(慶長年間)頃は国内鉄加工業用としてr南蛮鉄｣が多

量に輸入されたようである.たとえば1611年に蘭館

長ジャクス･スペックスが徳川家康に鋼200個(200

Stuckxsteel)と徳川秀忠および本多正純にそれぞれ銅

100個をその他の品物と同時に贈ったことがオラン

ダ人のある航海記にしるされているといわれまた英館

長コックスの目記にも幕府に鋼棒二把を1621年に送

ったことが記録されている.そしてこれらの鋼は多分

インド･コロアデノレ沿岸のサレム(Sale㎜)で製錬され

たウｰツ鋼を主とし爽雑物少衣く良質のものであ

ったとされている.しかしこの輸入銑も1639年(寛永6

年)ポノレトガノレ人の日本渡航禁止をもって入手困難と粧

り幕末に至るまで事実上欧州技術による製鉄技術の

改良は促進されなかったと考え.られる.1603年には現

在の柵原鉱山露頭部にあたる褐鉄鉱々床が発見されて

いる.しかし当時は東北地方にはまだ和鋼の製鉄はみ

られなかったようであるカミ仙台藩ではその後和鋼の鉄

製錬修得を目的として佐藤十郎左衛門を出雲地方へ

砂鉄製錬技術修得のため留学させている.佐藤十郎左

衛門は1613年には支倉常長について･アメリカ大陸を

経てスペインに渡りついでロｰマにいたりここで欧

州の製鉄法をまなび日本にかえり仙台藩に製鉄業を

創始したようでその製品の一部が目先東照宮にある仙

台藩奉納の燈籠として今日までも残されている｡

佐藤氏の四代目に当る弥四郎は一昼夜に470貫(約

1.9トン)の出銑をみるまでの進歩をとげるようにたり

その方法もいわゆるr御国法｣といわれる仙台藩特有の

ものであったようである.また一方中国の全産業部

門の技術の集大成を行荏ったといわれている宗応星著の

r大工開枕(1637年出版)という本の中に製鉄法が図解さ

れている.これは砂鉄(または岩鉄)から直接に銑鉄

錬鉄および鋼鉄までつくられる技術が紹介されているも

のでこの本は日本にも輸入され1771年1830年の二

度にわたって日本語版として刊行されその技術は多く

の人々によって実験･研究されたといわれている.と

くに出雲地方の歴代の国守であった梶尾京極松平

氏は製鉄に関して常にこれを保護し国内を巡視して業者

を賞している.とくに1691年代(元禄時代)になると

てんびんふいご

松平直政によって出雲地方の砂鉄製錬に天秤輸が発明

されたので製鉄用の送風が容易になりいままで製鉄炉�
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には8人を必要としていたのカミ3人で用がたりるよう

に放り生産費が節約され一段と進歩したようである.

1722年(享保7年)には初めて出雲地方に鉄師頭取

が設置され領内各所の炉鍛治場を巡視している.1725

年には炉個所を10カ所と定めそのうちの5カ所は仁多

郡にあったといわれている.この時代には鉄の貨幣が

多量につくられ(1739年吉宗将軍)その流通にさいし

て重いために困難をきわめたともいわれている.生産

記録としては1779年(安永8年)に近譲欝兵衛は鳥取県

目野郡笠木村字谷中に設立した製鉄炉から一カ年に銑鉄

(38,500～81,500貫)錬鉄(23,000～37,000貫)を生産し

たと記録されている.これら生産された和鋼(鉗)

和鉄(銑)が斐伊川神戸川江川を利用して山陰

山陽の境安来浜田江津諸港から大阪を初めとして

諸国に積出されている.また三代目の平右衛門の時代

には岡山県真庭郡新庄村に第二製鉄炉をつくったが17

95年(寛政7･8年頃)に鉄価が暴落し1797年にはその

極に達して各郡の鉄師は揮窮状態におちいり藩主はこ

れを救助し再建を計ったといわれている.一方東北地

方においては仙台領南部領八戸領等も砂鉄利用の鉄

製錬を奨励しとくに遠野久慈地方の山砂鉄を利用し

てのr南蛮荒吹法｣はキリスト教の伝道とともに普及さ

れたようでとくにr南部鉄｣と称される砂鉄製錬業は

約17カ所におよび1665年頃カミ最盛期と称されている･

このように各藩主は領内の鉄師に特権を与え司法

行政の実権までまかされていた.これはその製鉄法が

砂鉄森林を原料として追ってゆくために山奥へと移動

しそこに一部落を形成してゆくのでこのような方法

カミとられたことと思う.すなわち仙台領は気仙郡本

吉郡下の製鉄を盛んに奨励した.南部藩も九戸郡大野

砂鉄山とか下北郡田名部通の銅屋浜･本野部浜において

鉄吹上を三カ年間も続けさせたりしている.このよう

に請出稼行が成功すると藩の直営として藩の財源の一

部としたようである.1716～1736年代に阿部将翁が徳

川幕府の命をうけて資源調査のため諸国遍歴の途次

岩手県陸中仙人峠で磁石に異状を認め不審を抱き猟

人を案内として磁鉄鉱の露頭を発見したと伝えられてい

る.これカミ今日の釜石鉱山発見の端緒といわれてい

る.1775年には仙台藩が東磐井郡下の鉄山を直営と

して石巻に鋳銭座をひらき銑鉄(仙台通宝)をつくった

ようである.1801年頃に開かれた九戸郡野田通割沢鉄

山では1801～1803頃に産鉄が著しく増加したと伝え

られている.このように藩は鉄の販宛を統制しほ

とんど藩の直営として経営を行なっていた.1822年

(文政12年)遠野藩(南部弥太郎藩士)の家臣石掛仁衛門

が初めて坑口を設けて鉄鉱石の採掘を行なってい

る.1849年(嘉永2年)には三河の人高須某と陸中の人

中野某と相謀りて大橋付近2～3カ所に旧式の熔鉱炉

を設置して日本では最初とも考えられる岩鉄によ

る鉄製錬を始めたといわれその監督には橋野鉄山の

経営者夫島惣左衛門の弟福治をあたらせたといわれ

ている.しかしこの事業は製錬技術の未熟と木炭不

足などの理由から8～10年位で廃業のうきめにあってい

る.また1849年頃岩手県宮古通千徳村にニカ所の製鉄

所用地を設け橋野と同様に高炉を建設したようである

が明治維新とともに中止された.この他に古い記録に

よると1852年に灘馬県中小坂鉱山長野県犬目向鉱山

がそれぞれ発見され一部採掘も行なわれたようである.

一方欧州では1855年頃から数年間はイギリススエｰ

デンオｰストリア等で革命的荏溶鋼法の技術が確立し

つつあった時期でいわゆる世界の製鉄業は長い錬鉄

の時代から鋼鉄の時代へと大きく転回しつつあった.

この頃になると日本も長い鎖国時代が破れて西欧文明

におびやかされつつあった時代である.すなわち当時

はrたたら炉｣による砂鉄製錬が唯一の鉄製錬法であっ

たため国防上の鉄材への要求カミそれまでの生産ではみ

たすことカミできなく板りとくに幕府諸藩が国防上の要

請から佐賀薩摩水戸韮の各地に反射炉(1850)

を築き相ついて鋳破事業を開始し始めたのである.

一方において各藩も武器の必要にせまられて会津藩が

1854年頃武器製造を目的として福島県猪苗代湖畔坂下

浜の湖岸砂鉄を採集して湖上月形村に送って鉄製錬を

行なっている.(この湖岸砂鉄は大正7年阿部力次郎が再開し

たが昭和に入り戸ノロの改修猪代酋湖の湖面低下林あり

採掘できなくなっている)1857年には薩摩藩の島津公によ

って宮崎県蕪幸鉱山の鉄鉱石(褐鉄鉱･赤鉄鉱)を原料

として刀剣鉄鉋類がつくられたといわれている.

同じく1857年頃岩手県田老鉱山の上部褐鉄鉱床が高島嘉

右衛門によって開発され釜石鉱山に送鉱されたともい

われている.1861年には岩手県人首鉱山栗木鉱山

が発見され南部藩によって鉄製錬がこころみられたと

いわれている.

このような社会状勢下で各藩の著名祖鉄製錬技術者で

ある南部藩士大島高任薩摩藩士竹下矩方三春

藩士熊国嘉門水戸藩士佐久間貞介らが相よって熔

鉱炉を築造し操業を始めた.(1855)とくに水戸の反

射炉は良質な銑鉄を大量に必要とするため大島高任

(この人はカｰノレステン段階のオランダ製鉄技術書によって独

自の製鉄法を学んだ人であると同時に日本の近代製鉄技術�
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の先駆者でもある)によって釜石鉱山の開発が進められ

た.すなわち釜石鉱山の鉄鉱石を原料として栗橋に

日本最初の洋式高炉(未炭熔鉱炉1目5トン)を苦心の結

果建設し1857年12月1目(安政4年)に初めて出銑を

みた.(したがって現在日本では12月1周を毎年鉄の記

念目としている)1858年2月にはこの釜石銑2700余

貫カミ水戸へ送られ反射炉の材料として使用され好成

績をあげたといわれている｡また岩手県人首鉱山も

18倣年から採掘され製錬された以上までが明治維新

以前の日本の鉄鋼界の状況である.

かくて明治維新(1868)によって長い間の鎖国時代

を終った日本は一目も早く欧米の近代諾国家の列に加

わるべく基礎産業の充実を計った.とくに製鉄業は

いままで砂鉄利用の家内工業的規模で行なわれていたも

のであるから近代国家建設を進めるためにはどうして

も大量生産方式を必要とした.そこで政府は鉄鉱山お

よび製鉄･製鋼業の奨励政策をとり国防的抵充実を計

った.す恋わち1852年に初めて由利公正によって

小坂鉱山(灘馬県)が開発経営され明治1こなってから

外人技師によってヨｰロッパの製鉄技術を導入し銑

鉄錬鉄および工業用鉄材カミ生産されたといわれてい

る.また一方においては1869年(明治2年)に福島県

上手岡鉄山が小規模ながら欧州方式の製鉄所を設け若

干製錬をしたともいわれている.また岩手県仙人鉱

山および釜石鉱山(橋野鉄山)は旧南部藩内第一の富豪と

いわれた小野組の経営によって1869年頃から再び開発

され釜石鉱山は高炉操業も始められたと伝えられてい

る.とくに釜石鉱山(青ノ木(旧橋野)と佐比内鉱床を合

併して)を1870年(明治3年)頃から本格的に探鉱したが

1874年には小野紙の破産のため中止のやむ恋きにいたっ

た.よって明治政府は釜石鉱山を工部省所管とし

同年8月10目に官営製鉄所の起工式を行ない翌年

(1875年)1月から建設を開始している.また(1874年

に九州の彼杵鉱山が一時工部省直轄と柱ったこともある)その

建設地は釜石村鈴子の地が選定されます鉱山と製鉄所

をむすぶ専用鉄道(釜石一大橋間の15哩)がイギリス人

ジｰ･パｰセルによって建設された.この鉄道が日本

で第2番目といわれているものである.

そして最初の予定である洋式25トン高炉(鉄皮式スコッ

トランド型)2基がイギリス人ジョン･ホルトン(熔鉄師)

およびドイツ人ノレイス･ビヤンビｰ(鉱山兼製鉱師)によ

って設計された.この英国製の水車式送風による木炭

高炉は1880年(明治9年)9月10目に火入式を行ない

1日約7トンの銑鉄を出銑したのであったが1目1万

貫余りの木炭を消費するところから木炭不足と火災の

ため同年12月1目には約250万円余の巨費を投じた釜石

鉱山も中止のやむなきにいたった.この約3ヵ月(97

貝間)に消費した原料は鉄鉱石2,357トンで生産さ

れた銑鉄はユ,058トンで前述のように一目平均生産高15

トン弱であった.その後木炭の供給カミやや容易に在っ

たので再びドイツ人ウイルペノレムカラｰズ(鋳砿師)と

イギリス人のジョｰゼフ･トｰマス(製鉄師)技術者によ

って1882年3月再び操業が開始されたが高炉の設備

不良その他の条件から操業196目(約6ヵ月)で炉が冷

固してここに再度故障の続出と経営不振のため操業中

止となった.

次に釜石鉱山より約3年後の1878年6月に群馬県中

小坂鉱山(小坂鉱山)が官営となり工部省中小坂鉱

山(ノj･坂鉱山)としてドイツ技師の設計によりスエｰデン

式の木炭製鉄法(蒸気送風)による高炉を再建設しまた

製鋼炉まで建設したが鉄鉱石木炭の不足と高炉操業

の不成績から経営不振と注りこれも釜石鉱山と同様に

1882年五月に廃山と決定された.以上政府直営によ

る鉄鉱石(岩鉄)木炭を主原料とする洋式高炉製鉄業は

いずれも失敗に終った.とくにここで特徴的祖のは

現在の欧州諸国における製鉄所の立地条件と同じく鉄

鉱石と木炭資源の豊富な山地に高炉が建設されたという

ことで現在のよう祖海岸にすべて建設されている時代

に比べると全く今昔の感カ茎ある.さてもう一つ官

営製鉄所として発達したものに明治維新前から製錬さ

れていた山砂鉄資源を主とする中国地方の山砂鉄鉱山

はまとめて広廃鉱山(広島製鉄所)として1878年に官営

となり約24年間(1902年)位山砂鉄と木炭を主原料とす

る鉄製錬が行なわれ国内の需要をみたしていたが鉄鉱

石を原料とする製鉄業が隆盛になると同時に衰微した.

(官営製鉄所)

釜肩鉱山(ユ880.9-1882.12)

中小坂鉱山(ユ879.7-1881.6)

(銑鉄生産量)

5821トニ･

857トン

これら官営製鉄所の失敗は①操業技術の末熱②鉄

鉱石･木炭資源調査の不足が原因のようである.かく

て釜石鉱山は1885年に田中長兵衛(御用商人)(すべ

ての払下げは1887年)に中小坂鉱山は1884年に坂下

弥八にそれぞれ払下げられた.しかし山砂鉄を原料

とする鉄製錬は中国地方ばかりでなく!890年頃までは

東北地方の青森県下北郡岩手県九戸郡下においても緯

新前から引きつづいて操業されていた.このように外

国人技術者による製鉄業の不振原因については上述し�
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たとおりであるカミまず国内の鉄鉱山の埋蔵鉱量を調査

することが問題となり政府は1887年にr製鉄調査会1

を設立し全国的な鉄鉱床の調査が地質調査所を

中心としておこなわれるようになった.

一方釜石鉱山は払下げられた田中長兵衛および横山

又次郎(初代釜石製鉄所々長)の一努力と苦闘の結果189臭

年7月に釜;百鉱山田中製鉄所として再建された.こ

の田中長兵衛父子と横山又次郎の努力は1901年に官営八

幡製鉄所ができるまでわカ幅の近代製鉄業を一一手に荷

なっていたのである.かくて1894年にはわが国で

最初の木炭によらざるコｰクス製銑技術にも成功し

釜石製鉄所産の高炉銑(コｰクス鉄)が量質ともに中国

地方の砂鉄銑をしのぐことに狂った.すなわち1892年

頃には鈴子工場のほかに大橋栗橋にも分工場を設け

5～6トン熔鉱炉合計6基をもちエ894年には旧工部

省時代の25トン炉をわ=が国鍛初のコｰクス製銑高

炉として野呂巌義技師および香柿小録技師の研究

によって復活操業することができたこれは1894年

に始まった日清戦争とともに弾薬武器軍艦大砲の

需要が多くなってきたので銑鉄の需要が急増しとく

に釜石銑は良質なため各面の用途に歓迎された.釜

石銑は当時イタリアのグレゴリｰ二銑よりまさるものと

いわれ一般用としては1895年頃に大阪市水道鉄管の

製造用として1万トン近くの製品を供給している.

このように日本人の技術者によるコｰクス高炉銑操

業の成功によって近代製鉄業の基礎がはじめて確

立されたといえる.野呂景義は大島高任とともに

わが国の近代製鉄技術ならびに鉄鋼業の開拓者とし

て製鉄史上に忘れることのできない人であろう.

(欧州ではアブラノ･ム･タピｰ父子によって世界最初のコｰクス

高炉カミ目本よりも約160年前に建設(1735年)されている)そ

こで1889年頃の国内鉄類需給状況をみると輸入量80

%にたいして国内生産量は20%でしかも鉄鉱石製錬に

よる供給高はわずかの3%にすぎ拒かった.(第27表)

当時(1890)の砂鉄採掘地は中国地方脊陵地域の仁

多郡下(岡山広島鳥取島根県下)の山砂鉄ばかりでな

第27表明拍22年(1889ノ鉄類需給表

(生産量�国内産�十'24,995�(19%)

�覗軸(鉄鉱層製錬によるもの)�3,897�､(3%)

�掛品群(砂鉄ク)�17,098�(16%)

�海外産(輸入鉱)�90,294�(81%)

�(合計)�111,290�(100%)

(消費量�陸海軍用�10,665�(10%)

�その他一般用�100,625�(90%)

�(合計)�111,290�(100%)

崖類銑鉄銑鉄鋼鉄の維称で為る

楽燕…1三として壷祇鉱山

司三として床脇誼茜1』』

く東北地方の青森県(下北地方天間林地方)岩手県

(久慈地方)宮城県(仙台地方)兵庫県(千種地方)宮崎

県(飯野町地方)鹿児島県(指宿地方)等カミ稼行されてい

た.一方鉄鉱石についても岩手県釜石鉱山ばかりで

なく青森県秋田県岩手県(人首栗木)福島県(上

岡高ノ倉)長野県(諏訪)新潟県兵庫県(但馬)

岡山県(柵原)宮崎県(真幸)等の諸県において採掘さ

れ一部は白山で小規模な鉄製錬を行なったといわれて

いる.しかしこれだけの鉄鉱山から供給される鉄鉱石

では還質ともにすぐれたものではないので鉄鋼需要の

大部分は輸入される銑鉄粗鋼類を使用してもっぱら

軍事用としての製鋼業が発達した.

そこで国内では鉄鋼輸入量を制限する意味もあり製

鉄所拡張案が盛んとなってきた･ちょうどその頃18

94年7月には日清戦争が勃発(1894～王895)し民営の釜

石製鉄所と広島製鉄所だけでは需要に応じられなくなっ

たので再び官営製鉄所設立の必要にせまられユ895年に

は製鉄所立案が議会で認められ同年12月に｢製鉄事業

調査会｣がつくられた.そして1896(明治29年)年に製

鉄所官制の発布をみ1897年2月には製鉄所をr福岡県下

筑前遠賀郡八幡村二置クコト｣が農商務大臣より告示され

同年6月1濱よりr農商務省所管製鉄所｣の開庁となり建

設が始まった.当時の製鉄業の重要性を唱えていた

小花冬吉は｢鉄なくして軍備具はらす鉄なくして文明進ま

ず｣とか野呂景義はr鉄は工業の母護国の基礎な

り｣と唱えて製鉄業の重要性を力説した.

民間においても小型熔鉱炉の建設が肇んになり1887

年に宮崎県真幸鉱山はふたたびアメリカ人技術者によっ

て木炭製鉄を行ない約1,500トンの銑鉄を生産した

といわれまた1898年には林次郎左衛門が約2トン熔鉱

炉で202トンの銑鉄を出しその後は九州製鉄KKの手

で約10年間開発された記録が残っている.また仙人鉱

山(和賀仙人)も1892年に為田文太郎により調査され18

95年雨宮敬次郎(この人はあとで輸酉製鉄所の建設に功労

のあった人である)が買収しユ896年には鉄鉱石の採掘と

木炭事業を初め野呂景義の設計で約12トン高炉1基が

築造され1900年11月には同氏の指導で本邦最初の

低燐銑鉄を製造した.そして1906年8月にはさらに

6トン高炉(1基)を作ったが木炭不足から一時休

山のやむなくにいたったが1906年に再び始められた.

1918年には6トン高炉をユ5トン高炉に改造し1919年

から操業を始めたが経済不況のため1920年で中止せざ

るをえなかった.

また民間の平炉工場としては1899年大阪に日本鋳鋼

所(現在の住友金属工業大阪製鋼所)を山崎久太郎羽室庸�
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之助の二人のドイツ帰りの技術者が設立し鋳鋼技術開

発のため小型シｰメンス式平炉(公称3.5トン)一基を

つくり1900年3月点火試験を行なった.これが民間

で始めての平炉工場である.のちにこれカミ住友鋳

鋼場と在り日露戦争によって拡張し鉄道用品専門工

場となった.この他に民間では桑原鉄鉱KK(民営小

盾川製鋼所の桑原謹三による洋式製鋼所に銑鉄を供給するため

に作られたと思う)が1907～1910年のあいだに長野県南佐

久郡大目同村の大目向鉱山に約5トンの木炭熔鉱炉をド

イツ人の設計で建設し若干の出銑をみたが結局技術未

熟と経営難で製鉄所および製鋼所とも失敗に終った.

またこのころ(1910年頃)埼玉県秩父鉱山(1600年代に金山

として発見された)を柳瀬商工KKが鉄製錬(褐鉄鉱と木炭)

を目的として開発し初めたともいわれている.このよ

うに鉄鉱石資源を使用しての木炭銑コｰクス銃の生

産カミ増加してきたので国内の鉄鉱石資源開発および調査

も盛んになってきたことはいうまでもない.このとき

に発見された主要鉄鉱山を年代順にみると岩手県砂子

沢鉱山(含マンガン鉄鉱)(1879)新潟県赤谷鉱山(初め

ギラ錆の出るところとして知られた)(ユ893)山口県喜多平

鉱山(褐鉄鉱)(1893)また著名な北海道の倶知安鉱山

(最初は脇方鉱山としてアイヌ人および朝倉夕満によって発

見される)および虻田鉱山仲洞爺鉱山(1897)が発見さ

れついで新潟県菓ケ岳鉱山(現在三協鉄山の一部となる)

(1900)北海道上喜茂別鉱山(現在喜茂別鉱山)(1904)福

島県高ノ倉鉱山(1907)等が続々と発見されたがこれ

れらの諾鉱山はいずれも遠隔の地にありまた鉱量品

位の点において確信をもてる資料がなかった.

このような状況下にあって官営八幡製鉄所の建設は着

々と進み二代目長官和田維四郎(初代は山内提雲)と

大島迫太郎(わが国の製鉄の父大島高任の長男にして初

代技監となる)等の日本人技師達の欧州留学が終ると同時

にドイツ人技術者約15名とともにドイツのグｰテホフ

ヌンク製鉄所から諸機械を購入して1900年11月に第1

熔鉱炉(160トン/周)が完成し翌五901年2月5目に外

人技師ハｰセ氏と小花冬吉の手によって点火式(火

入式)が行なわれた･そして製鋼圧延は同年5月6

目から開始された.当時(1900年)使用した原料炭は

三池高島二瀬炭で鉄鉱石は国内鉱として福岡県下

門司市大里柳カ浦鉱山(19011902の2年間に磁鉄鉱1,000

トン出鉱)呼野鉱山(19011902の2年間に褐鉄鉱2,500トン

出鉱)吉原鉱山(19011902の2年間に磁鉄鉱5,000トン出

鉱)福岡県京都郡片岡の海岸の砂鉄長崎県下で川棚鉱

山梶原鉱山(褐鉄鉱)山口県カ全幅鉱山(褐鉄鉱)岡山県

下の柵原鉱山(褐鉄鉱)高知県下の穴内鉱山(含マン

ガン鉄鉱)岩手県下の宮古鉱山(褐鉄鉱)北海道の

虻田鉱山(褐鉄鉱)等の約gカ鉱山から約12,000トン近

くが出荷されその大部分は褐鉄鉱であった.これを

みてもわかるように国内鉱石は質量ともに十分でな

く製鉄所自身も赤谷鉱山(189峰に的場中によって調査さ

れその稜ドイツ人技師の鉱山調査と開発設計を行なったカ§失敗

に終った)等の調査を行なったが十分なる原料の長期的保

証カミできたかった.そこで1898年4月和田維四郎は

当時の清国にある夫治鉄山(この鉱山は1892年に設立され

ていた官営漢陽製鉄所(100トン1目2基)にすでに鉄鉱石を供

給していた)と15カ年間の鉄鉱石購入契約(毎年5万トン以

上)を結びようやく長期の原料確保ができたのである.

そしてその第一船は1900年7月に八幡に入荷した.ま

たこの他に韓国の段栗鉱山(褐鉄鉱)からも1900年から

輸入された.しかし製鉄所は高炉操業技術およびコｰ

クス製造技術の未熟と褐鉄鉱鉱石と磁鉄鉱鉱石をまぜて

使用したので出銑がうまくゆかず1902年7月21目に

は操業中止のやむなきにいたった.す荏わち官営八

幡製鉄所の出発のときに海外鉄鉱石に重点をおかなけれ

ぱならなかったためこのとき以来わが国の鉄鉱石原料

は海外に依存せねばならぬというような思想がめぱえた

ともいえる.

この八幡製鉄所の試験的な熔鉱炉時代の失敗によって

民営に移設する案もあったが1904年2月!0目に日本は

ロシアに対して宣戦を布告し兵器用として鉄需要が再

び増加したので1904年4月6日に第2次操業が開始さ

れたが同年7月再び失敗に終った.そこでコｰクス

銃の成功者である釜石製鉄所の野呂景義技師を振いて

高炉コｰクス炉送風圧力熱風温度の上昇の諸点を

改善し第3次操業が1904年7月23目に開始され第3

次出銑となり次いで第二高炉も1905年2月23目に操業

が開始されている.翌年1905年9月に再び北海道虻田

鉱山から褐鉄鉱約20トンが送られたので虻日ヨ鉱山は全

国的に有名になった.かくて日本の製鉄業とくに高

炉操業もようやく安定した操業をつづけることが可能

となりわが国製鉄技術が確立される第一歩カミきずかれ

錦23表

初期の官営八幡捜鉄所の高炉操業状況

(明治44年一19エユ)

(操業次数〕1���(吹入れ)��(吹止め)��(ユ日平生舳銑量)�

'�1一一�������

�1�19C1.�2.5�1902.�7.�28�76�}ン

筋��������

]�2�1904.�4.6�ユ904.�4.�23�ユエ�"

高�3�ユ904.�7.23�1910.�6.�2�ユ45�ケ

炉�4�1910.�10･2婁�1915.�4.�ユ6�ユ62�ψ

第�5�1916.�5.8�1918.�121�23�20ユ�カ

二��������

�ユ�1905.�2.23�1911.�6.�7�1ユエ�ψ

,高��������

炉�2�1911.�10.6�19ユ9.�3.�17�ユ85�〃

(資料:三枝･飯囲｢日本近代製鉄技術発達史｣より〕�
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た.また民間でも1904年9月神戸に設立された小林

製鋼所は1905年鈴木商店に買収され神戸製鋼所と

改称し神戸東端脇浜に製鋼所を建設し鋳鍛鋼を中心

として発達した.

かくて1906年9月5目に対露講和条約が成立され戦

争終了とともに日本は近代工業国へと進むことになった

ために国内生産の鋼材不足(毎年24～25万トン)が原因

して政府は1906年3月に4力年(1906～1909)を第一期

製鉄所拡張計画として着手した.これを期にして

再び全国的に製鉄所建設熱が盛んになり1906年に宮城県

青根鉱山(蔵王赤鉄鉱床百合涙赤鉄鉱床1901年発見)の

鉱主である高村国策村井吉衛の両人は岩手県栗木鉱

山と合併してこの両鉱山の鉄鉱石を使用する日本製鉄

KKを設立し宮城県遠刈田に熔鉱炉(木炭銑5トン順)

2基を建設したカミ資金難でまもなく解散した.つい

で北海道炭横汽船株式会杜の井上角五郎の手によって

夕張炭を原料とし道内の褐鉄鉱鉱石(虻田)と噴火湾沿

岸の海浜砂鉄を利用して室蘭市輪西町に1907年4月

日本製鋼所(北炭アｰムスト日シグ社ヴイツカｰス社の

合併資本)カミ江藤捨三(初代所長)のもとに建設された.

この製鉄所は高炉用鉄資源として噴火湾の砂鉄を事

前処理(団鉱法)しいわゆる焼結鉱として使用した

わが国最初のものであった.この団鉱法はシュｰマ

ッヘル博士の創意による珪酸肩灰凝結法(砂鉄消石灰

および少量()珪砂を水とともに混合して粉砕しあとで煉琵状

に固める方法)により作成されたものであった.これ

は当時の世界各国とくに濠洲ノルウェｰアメリカ等

の諸国でも海岸砂鉄を利用しての製鉄法の研究がおこ柾

われていたのでこの団鉱法が使用されたことと思う.

輸西製鉄所における鉄鉱石の配合率は虻田鉱山(褐

鉄鉱)30%釜石鉱山(磁鉄鉱)30%仙人鉱山(赤鉄鉱)

10%八雲地方の砂鉄団鉱(30%)の割合で1909年7月

18目に50トン熔鉱炉の火入式がおこなわれた.しか

し砂鉄利用の高炉操業は初めてで砂鉄団鉱が炉内の

高圧に嚇えられずしかもTi02が3～5%もあるので

高炉に悪影響あリとの理由で1909年9月30日に一時操

業中止となり約5ヵ月間の研究期間をおくことにたっ

た.この1907～1908年の製鉄業ブｰム時代に稼働して

第29表明治40-41年(1907-1908)ごろの国内鉄鉱層開発状況

区分時代�(鉄鉱石の採掘のみ)�(鉄鉱石め採掘と製錬を行なつたもの)

明治40年�山口県於福鉱山(縄鉄鉱)�群.鳴県中小坂鉱川

(ユ907)�福岡県山ノ神鉱1｣｣(〃)�長野県大則向鉱山

�"広野鉱山(")�

�廿柳浦鉱山(カ)�

�"呼野鉱山(")�

明治4■年�北海道.虻田鉱山(姻鉄鉱)�岩手県釜モ;書広一⊥I(10ト}2裟,25≒シ

(■908)�岡山県1柵原鉱山(")�2雄,81･,1遮,60い1蓮,

�山口県民登鉱山(功)�20け2毯､計8基)

�葵弥鉱山(")�岩手県仙人鉱山(12ト}1班,6け1雄)

��岩手狭人首鉱山(5けユ盤,3ト刈基)

いた鉄鉱山の状況を第29表に示した.

また1907年には川崎造船所が製鋼工場(現在の川崎

兵庫工場)を設立して造船鉄道用品の生産を始めた.

日露戦争終了後の日本は国内の鉄鉱石開発ばかりでなく

朝鮮･満洲にもおよんだ.すなわち朝鮮の載寧鉱山

(褐鉄鉱F･49～53%)は1907年西崎鶴太郎により開発さ

れ安岳鉄山(赤鉄鉱F･45%S2茄)は1908年から麻

生音波によって開発されいづれも八幡製鉄所に送鉱さ

れた.また現地製鉄をめざして大倉喜八郎は1910年

に店児満鉄山(磁鉄鉱F･62～65%)の開発に着手しそ

の出鉱は本渓湖製鉄所開始の1915年1月からおこな

われた.また南方のラテライト鉱石開発をめざして

1907年以来高壮古米倉清族等の技師によってポノレネ

オのセブク島のラテライト調査を行なったカミまだ鉱石

としての利用は研究段階をこえるまでにはいたらなかっ

た.このような状勢下において第9回万国地質学会

(1917)がスエｰデンのストックホノレム市で開催されそ

のときのシンポジウムとしてr世界の鉄鉱項埋蔵鐙｣

(TheironoreresourcesoftheworId)が行なわれ

た.その結果世界の総埋蔵鉱量は220億トンと

報告された.またこのときに鉄鉱石としての最低

含鉄鐙はF･25%と決められた日本からも地質調査所

長井上博之助が出席し日本の鉄鉱床の開発状況と

鉄鉱石埋蔵鉱量は5,600万トン(含有鉄量2,800万トン)

(1910)と報告した.また井上所長は1910年現在の日本

鉄鉱床の開発状況と埋蔵鉱量について｢本邦における鉄

第30表本邦の鉄鉱肩埋蔵鉱量(明治44年1911)

AFe55%以上の鉄鉱石(実測に基づく鉱量)

�����(単位:トン〕

(鉱山名)��埜｣一(赤鉄鉱)1�(縄鉄鉱)�(砂鮒1�(合計)

釜石�13,974,619�0�o�｡1�13,974,619

仙人�0�51{,036�o�01�514,036

赤谷�0�2,396,351�O�0一�2,396,351

粟ケ嶽�38.040�925,034�o�0�963,074

その他�550,4斗1�9,517�161,058�225,798�946,814

����』�

(合計)�14,563,100�3,8低938�161≡058�225,798�18,794,894

BFe3つ%以上の鉄鉱層(概算に基づく鉱量)

����(単位1トンフ

(鉱山名)�(磁鉄鉱､�(赤鉄鉱)�(繍鉄鉱〕■(合計)�

���

���■�

釜石鉱山(岩手)�33,棚,112�o�o≡�33,454,1i2

中小坂鉱山(群馬)�570,OOO�0�O�570,OOO

石川鉱山(福.亀)�1,250,O00�o�o�ユ,250,OOO

そのf也�639,886�448,310�333,800�1,421,996

(合計)�1則…�448,310�333.800�36,063,308

CFe30%土の鉄鉱層(概算に基ける鉱量)D合計

(単{立:トン)

地方名

盛岡市地方

安芸地ツi

その他

1合計)

(単{立:トン)

含マンガン赤鉄鉱Fe55蛎以上

ユ,ユOユ,480Fe50%以上

���㌷䙥㌰�

型73,475(総言十)

�����

36.醐,S08

���㌹�

58,746,594､

���㌹�

(資料1排ヒ鵡之助:本邦二於ケル鉄鉱,

地醐浩｡似P32-36､ユ911)�
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鉱｣(地質調査所報告No.24)に始めてまとめて発表し

た.(第30表参照)

この発表と同時に井上所長は朝鮮南満洲清国につ

いての鉄鉱床についてもまとめて発表した.また

地質調査所も鉱物調査報告として1910年頃から主

として北海道地方(渡島国後志国看狩国北見国)の鉄

鉱床(褐鉄鉱含マンガン鉄鉱)と砂鉄鉱床調査をおこ校

いその結果は1911～1914年の間に大目方順三岡村

要三納富重雄松野寛治清野信雄らによって発表さ

れた.とくに1920年頃は岩手県福島県新潟県下の

合マンガン鉄鉱および赤鉄鉱カミ調査された｡とくにこ

の含ぐンガン鉄鉱としては徳島県の穴内鉱山(1908～19

12)からの4,353トン三重県の立神鉱山(19!0～1916)

からの8,186トンがそれぞれ八幡製鉄所におくられてい

る.また当時著名であった虻田鉱山(褐鉄鉱)の生産

量を示めすと次のようである.1907年(14,230トン)

1908年(12,742トン)1909年(7,786トン)その品位は

䙥���卩�㈮㈹�������

S0.30%H･013.90%で輸酉製鉄所に主として送鉱

されたがごく一部が八幡製鉄所にも送鉱(1908～1909

合計8,198トン)されている.また九州地方では松尾寛

三という人カミ彼杵鉱山と真幸鉱山を合併し松尾鉱山と称

して八幡製鉄所に褐鉄鉱を送鉱している.

この鉄鋼好況期において1912年目本鋼管K.Kが白

眉元次郎今泉喜一郎に依って設立されインド銃を

輸入して製鋼操業が開始された.そして1918年には

浅野造船製鉄部(現在の同本鋼管鶴見工場)の設立とな

った.一方休業中であった輸西製鉄所は1913年4月

に三井鉱山の団琢磨によって虻田鉱山の褐鉄鉱夫治鉱

山(中国)の磁鉄鉱紛川鉱山(朝鮮1912年採鉱を開始す

る1915年出鉱始める)の赤鉄鉱を原料とし砂鉄の使用

をやめて再開され1913年12月191ヨ1こ火入式を行な

った1915年頃の全国製銑能力は八幡(官営)釜石輸西

その他の民営製鉄所を入れてもわずかに年間32万ト

ンであったから1913年頃から安いインド銃の輸入によ

って高炉工場の操業は困難をきわめていた.しかし

輪酉製鉄所は1916年にコｰクス炉をつくり1917年2月

1目から北海道製鉄K.Kとなり1918年から倶知安鉱

山(旧脇方鉱山)の褐鉄鉱の出鉱を始めている｡そして

1919年12月1目に日本製鋼所と合併し1920年からは

民間企業としての鉄鋼一貫工場となったまた福島

県上岡鉱山(磁鉄鉱)が19!7～1920年の4年閥に約35,695

トンを日本鋼管に送鉱している.一方朝鮮の利原鉱

山(赤鉄鉱Fe45～51%)下聖鉱山(褐鉄鉱Fe岨9～5晩)

が1913～1918年にかけて開発されついで鞍山鉄山は

1919年から生産を開始し八幡製鉄に送鉱するようにな

った.またこの他にフイリッピンのララップ鉱山(当

時はCalamb･ya㎎an)から1918～1919年の間に19,197ト

ンを八幡製鉄所に送鉱している.

このような好景気のきっかけとなったのは第一次世

界大戦の勃発により191丞年8月23目に日本がドイツに

対しでおこなった宣戦布告により内外からの軍事需

要は急増しとくに造船業の発展や輸出の増大によっ

て鉄鋼の需要は急激に上昇したのである､しかも当

時の世界主要製鉄国であったドイツベノレギｰイギリ

スアメリカの諸国はすべて鉄鋼の輸出を禁止したたI

め国際市場は深刻な鉄飢饅におちいった.当時ドイ

ツが山東省の金苓鎮鉱山･(1898年開発)の鉄鉱石と溜川炭

を原料として製鉄所を設立しようとしていたので日本

はこれを占領し八幡製鉄所に1919～1923年までの間に

赤鉄鉱磁鉄鉱石(F･57～64%S1～2%)を年間約10～

15万トン輸入した.このよう粗鉄鋼業ブ目ムのため

政府は1917年9月1目にまた製鉄業奨励法を制定し国

内製鉄業の育成を計った.またこのために国内鉄鉱

肩調査が1917～1925年のあいだに地質調査所の技師に

よって始められ一方海外についても支那南満洲

南洋の石炭(原料炭)鉄鉱石の調査が行なわれた.その

結果は支那地質鉱物調査報告海外鉱物調査報告に

発表された.

このために1914年以前にはわずかに8つの鉄鋼工場

(輸西製鉄所室蘭製鋼所釜石製鉄所住友鋳鍋所¶大阪鋳

鋼(同本鋳鋼所)肩本鋼管製鋼所神戸製鋼所''八幡製鉄所)

にすぎたかったが第一次大戦末期の1918年には空前の

鉄鋼ブｰムを生じ年産5,000トン以上の製鉄所は約43

カ所に達しそれ以下の中小鉄鋼工場は全部で約166工

場になった.もちろんコｰクス銃ばかりでなく木炭

銑も多数あった.このブｰムは鉄鉱石ばかりで杜く

北海道東北地方の砂鉄銑を盛んにしまた中国地方に

おいては旧式の砂鉄製錬法の復活カミ活発となり一時的

には再生銑も激増した.またこのときに電気炉製鉄が

盛んとたり藤田組広田工場(三菱鋼材広岡工場)東北電

化大寺工場(肩本曹達会津工場)では鉄鉱石を原料と

して電気製鉄を小倉電気製鉄目明工場他4工場では

砂鉄を使用して電気製鉄を行なったが2～3年で休止

した.このよう祖一時的な製鉄所ブｰムの例として

北海道では1916～1920年のあいだに苦小牧製鉄所(苦

小牧市1918年に砂鉄を原料とrして3トン炉がつくられた)

胆振製鉄所(壮瞥村褐鉄鉱を用いて木炭銑を主とする炉が

設計された)塩谷製鉄所(塩谷村砂鉄を主とするコｰクス�
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銑が設計された)森製鉄所(森町砂鉄を原料として1918年

に3トン炉が出銑した)石狩製鉄所(江別町1918年12月

建設し20トン高炉を操業した)登別製鉄所(1919年2月に

20トン高炉をつくる)が輸西製鉄所以外につくられたが

いずれも短期間で消滅してしまった.しかしこの当時

把新設され今日まで存続されている鉄鋼工場のうち

その主要なものを述べるとまず中国の桃沖鉄山(1919年

出鉱赤鉄鉱F･30～55%)の鉱石を基礎として1917年1

月に東洋製鉄K.Kが戸畑製鉄所11921年から八幡製鉄所

に委託されその後合併される)カミ建設されついで搬7年

9月に九州製鋼K.敗が設立されたカミまもなく中止と

なる.その他に三菱製鉄1兼二浦製鉄所1犬島製鋼

(現員曹製鋼所1富士製鋼1現富士製鉄川崎工場1日本

亜鉛鍍1現目亜製鋼1等の乱立をみたのであるが1918年

11月11目の第一次大戦の休戦とともに反動の打撃をう

けて日本の鉄鋼業は縮少せざるをえなかった･また

国内の鉱山も仙人鉱山は1920年に休山となり.田老

鉱山露頭の褐鉄鉱は1918年に釜石に約3,000ト;/送

鉱しただけで終っている.この他には1916年に徳舜瞥

鉱山カミ発見されている.しかも1919年には世界的経済

恐院により世界の鉄鋼需給緩和によって鉄価は崩落

したので大都分の鉄鋼会社は縮少あるいは倒産した｡

カ)くて鉄鋼一貫工場としては官営八幡製鉄所民間で

は輸酉製鉄所(日本製鋼所から1924年12月1同以降輸酉製

鉄組合によって経営されたのち輸酉製鉄K.K.となった)と釜

第31表日本の主要鉄鋼製造所(島商務省鉱1山局)(大正5年3月1919)

区分製鉄,製鋼所名

1111割

ω鉄鋼一貫製鉄所八幡製鉄所(官営)釜石鉱山出申製鉄所(民営)

n,蜆I岨,

12〕鉄鉱を贋料とする製鉄所輪西製鉄所仙人製鉄所本渓湖製鉄所(於営)

“11211割i41

13〕砂鉄を原料とする製鉄所米子製鋼所安来製鉄所中国製鉄所その他

個人経営7カ所

u1岨i岨1

14〕製鋼,圧延]二場日本製鋼所日本鋼管KK径友鋳鋼所

1制帽1

神戸製鋼所川崎造船所

㈹1η

長崎造蝿所東部鉄道脅埋燭大悠]1場

岨一1帥

土橋電気製鋼所三菱神戸造船所

第32表明湖8年一大正8年(1905～1919)の第1次大

��戦好爆気中に建設された熔鉱炉�������

(製�鉄所�名)�(熔鉱�炉)��(吹人年,月､日)���

�(満州)本渓湖製鉄所��第ユ熔鉱炉(130トン/日)��ユ9ユ5.��1.��

�釜石製鉄所�ψ8�"�(120�"�)�19ユ7.�ユ.�

�輸西製鉄所�ψ2�〃�(120�巾�)�ユ9171�6.�

�山陽製鉄所�"ユ�"�(10�ψ�)�ユ9ユ7.�7.�

��(大倉組)�ψ2�ψ�(15�廿�)�19ユ7.ユエ.�

�(満州)本渓湖製鉄所�ψ2�"�(工30�〃�)�ユ9ユ7.ユ2.��

�輪西製鉄所�ψ3�"�(130�ケ�〕�ユ918.�6.�

�(朝鮮)兼二浦製鉄所�ψユ�"�(150�ψ�)�19ユ8.�6.�

�ψ�ψ�"2�ケ�(150�ψ�)�ユ9ユ8､�8.

�日本製鉄K.K�ψユ�"�(50�φ�)�19ユ8.ユ0.��

�日本銑鉄K.K�ψユ�"�(20�中�)�'��

�"�ψ�"2�ψ�(20�ψ�)�■�

�八幡製鉄所�ψ5�"�(270�"�)�ユ9ユ8.12.��

�東洋製鉄K.K�ψ4�ケ�(150�"�)�ユ9ユ9.�5.�

�1満州)鞍山製鉄所�ψ1�ψ�て200�〃�)�ユ9ユ9.�9.�

�釜石製鉄所�ψ7�"�(200�ψ�)�工9ユ9.10.��

(資料:目ホ鉱業発達史(中巻)より)

石製鉄所(田中鉱山K.K.から1924年7月3目以降釜石鉱山

K.K.として発足した)が三井系として経営されたほかに

1923年には銑鉄会社8製鋼会社21鋼材会社21に整

理された.

また砂鉄製錬業も1916年頃岩手県九戸郡下久慈で

山砂鉄を利用して常盤商会が小型熔鉱炉を研究し米

人技師を招鴨して久慈製鉄所を設立し10トン炉で海

綿鉄1スポンジ鉄)の半工業化の研究を行たったが成功を

みずに終った.'とくに海外においても再ぴカナダの

ケベック州･セントロｰレンス河沿岸およびニュｰジｰ

ランド島の河岸砂鉄海浜砂鉄を利用する研究が行なわ

れとくにニトクス製錬が1920年Heskett氏により研

究報告されている.しかし砂鉄は大量に処理しなけれ

ば経済的に成立せずチタンバナジン和どの不純物が

混入されるので一般にかんげいされなかった.しか

しそれでも砂鉄製錬の基本的研究はすすめられまず

台湾総督府中央試験所では1921.3～1922.5まで砂鉄

を原料とする電気炉製錬の半工業化試験までおこなわれ

た.また長谷川熊彦は1924.1～1925･1まで官営

八幡製鉄所において同様に砂鉄を原料とする電気製鉄

の研究を行祖いその結果は1936年にまとめてr砂鉄｣

という本として発表された.

安来製鋼所では古くからあった砂鉄製錬法を工藤

治人らによって改良し山砂鉄と木炭を原料としてエ

ルｰ電気炉製錬を行なった.同様に栄子製鋼所でも

特殊鋼の不足のため砂鉄を原料とする電気炉製錬を行な

ったがその量は少なくまた砂鉄の工業的利用はこの

2工場のみにすぎなかった｡かくして1921年からの軍

縮時代から1931年まで10年間の不況時代となった.そ

れには国内に安価なインド銃(1929～1930)カミ多量に輸入

されたことも手伝って製鉄業は全くふるわなかった.

これに対向する意味もあって海外の鉄鉱山開発およ

び製鉄所の増設がおこなわれた.すなわち1917年には

久原鉱業(現肩本鉱業)によってブレｰ半島のヅングン鉱

山が開発されまた1919年には石原産業1石原広一郎1に

よってマレｰ半島のスリメダン鉱山が開発されたが実

際に八幡製鉄所へ送鉱されたのはヅングン鉱山が1931

年からスリメダン鉱山は1928年からとなっている.

また1918年頃にはニュｰ･カレドニアのラテライト

鉱床カミ八幡製鉄所によって調査されたが出鉱をみずに

終った.一方弓長嶺鉄山(満洲)が開発され朝鮮の

三菱製鉄兼二浦製鉄所150トン炉(2基)が建設され

て稼働を始めた.一方!917年5月以来着工していた

鞍山製鉄所においては従来供給していた富鉱の鉄鉱

石が1920年頃から少なくなってきたので貧鉱の縞状鉄�
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鉱石(大孤山の鉄鉱石)を開発するために還元磁化焙焼

によ一｡て富鉱化する研究がおこなわれこの研究が1923

年に成功すると同時に露天掘によって大規模に開発

されるようになったがこの精鉱が焼結鉱として実際

に使用されるようになったのは1926年7月からであっ

た.そして朝鮮満洲等のいわゆる大陸銑が増産され

国内銑とともに安価なインド銃に対抗することになっ

た.このために国内では鉄鉱石原料が不足し海外に

依存しなけれぱならなくなってきたのでプレｰ半島

フィリピンの諸鉄鉱山開発調査を行なったのは前述した

とおりであったが一般には製鉄所をつくるより当時

は安易な屑鉄を使用する製鋼会社が乱立したといわざる

をえ狂い.かくて国内では逆に官営八幡製鉄所を中心

として1924年頃から民間鉄鋼会社を合併して半官半民

の大製鉄会社をつくる構想カ玉打ち出されたが1927年の

齢33表大正11年(1924〕現在の本邦の地域別鉄鉱石埋蔵鉱鐙裟

(地質調査所篇)

(一)北海王亙地方

､''1■一,,1'1一■1�����

地域名�(理蔽釦1厘〕����

1)北兇固太茶箱地方�(台守ンガン戯鉱〕�7茗〇一〇〇〇け���

(現在の国カ･{=盆地方)�����

2)胴鏑糊周辺�{胴�蛛�鉱)�1,6仙､OOO�

:桃生.フｰ』主ワウオイ.カ'■'レ昇.冊�����

府.フ日ヲｰレベソ,弁唾､独砕酬�����

3)太珂川{聾殻別鉱山〕�(�〕�1,O!O.OOO��

4〕ワΨカクサソプ`倶知斐鉱山〕�{�〕�6,976.ooo��

5)十脇畠く十開鉱山)�{�)�{日8.OOO��

6〕虻田鉱山(虻田鉱山〕�(�化�〕�400.OOO�

�{台･�肘)�1ユ245000�フ�

〔皿､坂北地方�����

地域名�(埋蔵砿亜〕����

'■'�����

1)錫宿鉱山(唐手凧)�く融�映�幽;〕�約428000ト'�

2〕仙人砿山=山〕�(赤�触�鉱〕�61{OOO�

8〕人甘付近()�{般�鉄�鉱〕�皇86,OOO�

4〕矢作付近{申)�(�"�)�45目,OOO�

5〕下有佳付近{申)�(�〕�■��

6)宿州地方{幅脇凧)�(倉守ンガシ蛛鍬〕�1,250,OOO���

7〕上岡地方()�{戯�般�砿,�1iO.OOO�

�`合�帥)�50251000�'�

{巫}問班地方�����

地域名�(埋蔵砿扱)����

1)赤谷砿山`析潮風〕�(赤�触�拡)�2.畠96､�トン

2)目山容鉱山地域=‡〕�(�)�40膚｡OOO��

8)泉カ似地域()�(�〕�9ヨ6,OOO��

4〕申･｣･坂鉱山(野馬凧)�=融�嫉�砿〕�5fO,OOO�

�{合�附〕�^宮08000�一�

(w〕近雌地方�����

地域名�〔埋蔵鉱姐〕����

1〕洞川舷山`張良映〕�`戯�鉄�鉱〕�170.OOOけ�

2)洞原田地方{呉廓1風)�{�苗�)�2趾｡OOO�

�(含�針〕�401000�'�

{V〕中国地方�����

地域名血一1〕協肝地方`阿山風〕�{壇旦概勘:畳〕1一����

�'(搬�嫉�鉱)�20后OOOけ�

望〕太囲･畏丑･於梱{山口風〕�=湘�娘�舷)�144,ooo�

�(合�肘〕�3畳OOOO17��

〔v〕九州地方�����

地域宅�(埋触鉱量)����

い大里地方く裾阿風〕�(融�鉄�鉱)�2.OOOけ�

2〕柳カ湘地方(〕�〔�〕�11,ooo��

3)苅田地方く申)�(�4�〕�目L000�

4)宙胴地方()�(�〕�1.OOO��

冒)内野地方()�(梱�鉄�鉱)�6,550�

6ラ砧良地方(ψ〕�(�)�10,OOO��

�〔合�附〕�81550ト1��

(珊い砂鉄鉱床�����

地域笛�{埋蔵鉱亙〕����

1)明人閥地域{北海皿〕�471,OOOトン����

2)尻岸内地域く〕�256,OOO����

呂〕下北単山地域{術搬県)�日､9u.ooo����

4〕九戸副…下地域(岩手一県〕�41,1目6.OOO����

(合附〕�50,794.OO����

=鉱�梱)�(埋蔵勉泌)(1922〕���

鉄鉱覆合�畠十�舶685550}ク���

砂鉄合�錺f�50,794.OOO���

一�����

(合�肘〕�117{30000���

金融恐慌で大打撃をうけてこの案も流れてしまった.

この間地質調査所においては1917～1920年の調査をま

とめ1922年に応用地質図(日本之部)(鉄)と本邦鉄

鉱石埋蔵鉱量を発表した.すなわちここで日本の鉄

鉱石総埋蔵鉱量を整理してみると下記のようになる｡

(地質調査所篇)

1)1911年

･)1…年1

総埋蔵鉱量1･㈹･1ン

･1･･㈹…1一

※砂鉄が501794,000トンが加えられると117.4301550トン

となる.

このように地質調査所によって日本の鉄鉱石埋蔵

鉱量の実体が初めてわかったのであるが日本の鉄

鋼業は不況(1922～1930)であまりふるわなかった.

したがって当時の国内の主要鉄鉱山釜石鉱山倶知安

鉱山をはじめ小鉱山は1922～1923年の二年間は休山また

は減産をせざるをえず1929年には釜石鉱山と倶知安鉱

山の2鉱山しか稼行していないという状況であった.

そして製鉄所は海外鉱に依存していた.かくて1929年

に現存する会社は銑鉄会社(輸酉製鉄釜石鉱山東洋製

鉄浅野造船)の4柱その他に海外では兼二浦鞍山製

鉄本渓湖製鉄公司の3カ所で製鋼および鋼材会社は

年聞1万トン以上のもので16社にすぎなかった.しか

しこの不況時代を乗りきるために1931年6月に重要

産業統制法により再び合同案が臨時産業合理局会議に提

出されその事情については1933年2月商工管鉱山局発

行のr本邦製鉄事業確立にかんする施設の概要｣に明ら

かにされている.資源に関しても同時に1929～1931年

の3年聞に商工省鉱山局によって当時の稼行鉱山倶

知安釜石の2鉱山もふくめて1922年頃から休山をつ

づけている鉄鉱山の状況をしらべるべく11)鉱量は

第35表日本の不況時代(昭和元年～5年1926～1930)

の国内鉄鉱石生産量

��o'颪■』団』1凹''､1'4)宙胴地方(〃)�～｡5��'i;δoδ������く単位:トン)

��冒)内野地方(})�(梱鉄鉱)��6,550������

��6ラ砧良地方(ψ〕�(")��������

���〔合附〕��…芋姜…署ト鉱へ別�(1926〕��(1927)�(1928)�(ユ929〕�(1930)

�(珊い砂鉄鉱床����{埋蔵鉱瑚釜石鉱山(磁鉄鉱)�74,993��95,858�101,881�117,696�111,920

��地域笛���������

��1)明人閥地域{北海皿〕���������

��2)尻岸内地域くψ〕���墓芸:言ε9け倶知安鉱山(褐鉄鉱)�55,427��63,068�55,785�59,725�132,728

��呂〕下北単山地域{術搬県)��日､9u.ooo�������

��4〕九戸副…下地域(岩手一県〕���41･1目6･OOO虻田鉱山(ψ)50,794.OO�一��'�一�一�1,343

��(合附〕���������

����=鉱梱)(埋蔵勉泌)(1.22〕その他鉱山��'��79�40�135�一

����警鉱鉄石合合11,ll:l1量11;1}砂鉄鉱��4,469��12,301�1,869�259�780

���(竃f〕117{30000��������

�����(合計)�134,889��171,306�159,575�177,815�246,771

�����第34表本邦の鉄鉱石州埋蔵鉱量表(大〕]…11年1922)(商工省鉄鉱調査概要P.3.1932)������

�����(単位:トン〕������

�(磁鉄鉱〕�(赤鉄鉱〕�(合マンガン鉄鉱〕�(棚鉄鉱〕�(小事1･〕������

�������第36表本邦鉄鉱肩埋蔵鉱量(商工省鉱山局ユ932年)����

北海道�O�o�730,OOO�O.515,OOO�1,245,OOO������1単位:トン)

東北�48†277,OOO�614,OOO�1,360.OOO�o�肌2510nO鉱床分類型式継���現存鉱量�推定鉱量予想鉱昆��合計

胸束�976.O00�･31332,OOO�O�O�4308000単純文代鉱床(含マノガノ鉄)���0��011,O00,782�ユ1,000,782

近畿��柵､00･iO;O��o�4(11,OOO変質交代鉱床(磁鑓広,赤鉄鉱)���3,395,200�7,682.15813,374,277��24,妬1,635

��舳り■｡���350000機械的赦層鉱床(砂鉄)���O��081,936,199�81.9361199

中国����1仏O00�化学灼成層鉱床(縄鉄鉱)���1,062,512�5,41r,5101,187,040��7,661,062

九州��･･,･｡一･1｡��16.550�811550化学的二次鉱床(ψ)�����一�一

��������一�'��

(合計)��柵､925,OO03,946IOn02,090,UOO��O,675,OOO�6616361550(合計)���4,457,713�13,093.668107,498,298��125,049,678

����※理載鉱蛾100,OOOい以下は嶺略してある又鉄1脚立が低く雌酸分の多いものも奪略楽金国綱査カ所は24カ所におよんだ�������

�����してある1877一工922句{までに潮査された鉄鉱山について総計された埋蔵鉱皿である晩脳阜例俗姻剛弍は当階の控告浴にもとザくものである������

第34表本邦の鉄鉱石州埋蔵鉱量表(大〕]…11年1922)

※理堅載鉱;蛾100,OOOト}以て=は嶺目高してある又至共忠1一立山地…:くI些爵養分σ)多いものも奮司き

してある1877一工922句まで1.渕俺きれた鉄鉱山1.っ工て総計された埋蔵鉱皿てある

(商工省鉄鉱調査概要P3.1932)

第36表本邦鉄鉱肩埋蔵鉱量(商工省鉱山局ユ932年)

操激その分類型式は当時の椴当諮にもとザくものてある

くj拳{立:トン)�
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少なくとも品位の高いもの(a品位は低〉･が鉱量が莫

大に多いものを調査目的にして全国約24カ所が調査さ

れて(そのうち砂鉄3カ所)その結果が工932年10月に

r鉄鉱調査概要｣として報告された.またこの報告書

には本邦の鉄鉱石埋蔵量も同時に発表された.(第33表

第34表第35表)この結果日本の鉄鉱総埋蔵鉱量

は125,049,678トンと報告された.このうち鉄鉱石だ

けは蝸,1工3,479トンと狂った.また地質調査所植村

癸巳男によってこれまでの鉄鉱床についてまとめられ

たもめが日本地質鉱産話(1932)に発表された･

かく亡1931年9月18目に満洲事変カミおこるとともに

鞍山製鉄所は昭和製鋼所となり1933年には弓長嶺鉄山

が大規模に開発された.また国内では1934年4月5

目にr日本製鉄株式会社法｣が公布され同年9月に

これが施行された.かくて官営八幡製鉄所を中心と

して民営11社の製銑製鋼工場である釜石製鉄所輸

西製鉄所三菱製鉄(兼二浦)當土製鋼九州製鋼等お

よびその他海外の製鉄所の大部分は日本製鉄株式会杜に

合同され玉9拠年2帥目から営業することと匁りま

た製鉄用の原料資源に関してはユ939年から日鉄鉱業によ

って生産されることになった.したカミって原料面でも

日鉄傘下が約93%を占めていた.この日本製鉄株式会

社発足当時における製鉄製鋼設備の年間公称能力は

銑鉄222万トン(全国の97%)'鋼塊212万トン(全国

の56%)鋼材215万トン(全国の52%)をそれぞれ保有

していた.また鉄鉱石(国内)についても1934年は

①釜石鉱山266,598トン(全国の63.4%)②倶知安鉱

山43,149トン(全国の26.4%)③仲洞爺鉱山29,801

トン④報国鉱山150トン⑥幌茄鉱山10,919トン

⑥虻田鉱山13,348トンの6鉱山カミ稼働されその合計

363,965トンが生産された.

この日本製鉄の長期拡充計画の目的は①鉄鋼輸入を

防ぎ真の鉄鋼自給自足を図ること②外国屑鉄依存の

製鋼様式より脱却すること③日鉄以外の製鉄製鋼工

場生産能力および拡充計画と満洲からの銑鉄および半成

品の輸入を考慮し不足分を日鉄で充足するということ

にありこの主旨に沿って1934年に八幡製鉄所の洞同

第三高炉(わが国最初の1,000トン高炉)が建設され

また1935年10月には釜石製鉄所の本格的鉄鋼一貫設備の

建設(600トン高炉1基100トン平炉4基)さらに八幡製

鉄所の洞同第四高炉(1,000トン高炉)の建設輸西およ

び兼二浦製鉄所の350トン高炉の建設改造カミ順次おこ

なわれた.そして1936年には輸西製鉄所の伸町高炉

新たに広畑製鉄所(姫路市外)1,000トン高炉の新設が決

まり戦前の高炉大型化はこのときに初まり年産銑鉄70

万トン鋼塊50万トン鋼材40万トンを目標に1942年に

すべてを完成した.一方政府は1937年にr製鉄事業法｣

によって鉄鋼一貫工場育成にあたり日本鋼管KKはこ

の主旨に沿ったが川崎重工業(川崎製鉄)住友金属工

業神戸製鋼所はいずれも平炉メｰカｰにとどまった

それは高炉の建設(同本鋼管第一第二高炉)を希望した

が許可されず輸入銑および屑鉄に依存した製鋼工場

の拡大とならざるをえなかったのである.そして当時

は銑鉄1トンを生産するのに鉄鉱石(F･50%)2～3トン

とコｰクス用炭4トンを必要としたので国内の生産量

だけでは間に合わず多量の原料を輸入しなければ柾らな

かった.一方砂鉄を原料とする大量製錬への研究は長

谷川熊彦らによる砂鉄の鉱方的研究によって砂鉄製錬

を盛んにした.すなわち商工省は奨励金を出して半

工業化の研究を1926～1931年の6カ年間にわたっておこ

なわせた.そのおもたものは次のごとくである.

①岩手県久慈地方と青森県下北地方の砂鉄を利用して海綿鉄を

つくる研究(常盤商会と川崎重工業KK)(1926～1935)

②電気炉により砂鉄中のチタンをスラグとして分離しバナジ

ンを還元する研究(三菱製鉄K.K向山幹夫)(1929～1930)

③不溶性スラグの原因を祖すチタンの性状の基礎的研究(梅津

七蔵博士)

かくて砂鉄の電気炉製錬にともたう種々の基礎的

半工業化試験時代をすぎて1935年頃になると砂鉄を

原料とする電気炉製錬の大量生産方式が盛んとなった.

それはドイツにおいてロｰタリｰ･キノレンによる貧鉱処

理法(クルップ･レン法)が発明されその技術を導入し

て川崎重工業(現川崎製鉄)カミ久慈地方の山砂鉄と石炭を

使用して海綿鉄(半還元鉄)を作ることに成功したの

を初め日本曹達･黒井工場(現日曹製鋼･直江津工場)

山崎研究所(現呉羽製鉄)等カミありまた高周波電撃精錬

法は1936年に発明され1938年に日本高周波･當山工場

で量産に使用され始めた.1937年には日本曹達･岩瀬

工場(電気炉2基)で砂鉄から直接製鋼でべ一ス･メタル

の生産が始まり1940年には新発田工場も操業を開始し

東北電気製鉄は仙人鉄山K,Kを1938年に設立し仙人鉄

山は1940年から鉄鉱石を原料として電気製鉄を操業する

ようになった.また1940年頃大湊工場で砂鉄を原料と

してバッセｰ法製錬による工業的生産にのりだしたが

クルップ･レン法より作業温度が高いため耐火剤の難点

が支障となって実現し衣かった.したがって砂鉄の

利用はとくに第二次大戦末期まで日本菖達報国製鉄

目本高周波鋼業鉄鋼社目本砂鉄鋼業三徳工業な

どの諸会社によって電気製鉄用として重要な資源となっ

た;�
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がくて1937年7月7目に藤津橘事件がおこりやがて

日華事変勃発と在るにおよんで統制経済軍事経済の強

化になった.すなわち海外鉄鉱石原料としては

1934年に岩井商店によってフィリピンのララップ鉱山の

鉄鉱石が開発送鉱されとくにユ935年から八幡製鉄所に

送鉱され初めた.しかしこれは1941年に対目輸出が

禁止されたが第二次大戦中は石原産業によって採掘さ

れた.戦前の総生産量は約394万トンといわれてい

る.また1936年にはフィリピン政府の申出によって八

幡製鉄所でスリガオのラテライト製錬法の試験を行なっ

た｡1938年には仏印のYenca,Yマ｡me鉱山を初め2,

3の鉱山が開発された.また濠洲のYampi-sound島

の鉄鉱石を日本鉱業と協同開発することが進められた.

中国満洲では評家屯開原西豊の各鉄鉱山カミ開発さ

れ1937年には竜煙鉄山も日本によって開発され鉄

鉱石は日本におくられた.また太平産業K.Kはフィリ

ピンのマリケンズ鉱山を開発調査して日本に送鉱し

1939年には満洲重工業K･Kの成立によって鞍山本渓

湖の各製鉄所が合同しまた鉄鉱石資源については東

辺道開発の手によって夫栗予七道満藍泥塘の諸鉄

山が開発された｡また南方の開発も活発どたり日本

鋼管K.Kはマレｰ半島のナマンガン鉱山開発また石原

産業K-Kはマレｰ半島の諸鉄山の探査事業を活発に行な

った.1937年には日本製鉄K.Kは再びフィリピンの

サマｰノレ島(1935年発見)の赤鉄鉱鉱床の調査開発を行荏

V･ただちに送鉱した.また1940年には日本窒素肥料

KKによって海南島の垢醸鉄山が発見され1941年か

ら赤鉄鉱が日本に輸出された.また中国本土桃中鉄山

(1914発見1919年採掘開始)の赤鉄鉱は1940年から華中鉱

業公司によって日本に輸出され始めた.このように満

洲中国南洋地域の鉄鉱床が開発されると同時に国

内の鉄鉱山も今迄の釜石倶知安の両鉱山ばかりでなく

他の鉄鉱山も開発された.そのおもなものをあげると

地域名�鉱山程と鉱石種�1稼行年代���

1)北海道地方�1)幸内鉱山(褐�鉄�鉱)�(1036-1954)�

�2)ぺ一ペナイ鉱山(�〃�)�(1941一�)

�3)精進川鉱山(�〃�)�(1938-19里8)�

�4)徳舜瞥鉱山(�〃�)�(1941一�)

�5)国力鉱山(含マンガン鉄)�(1941一�)��

�6一仁倉鉱山(�〃)�(1940一�)�

2)東北地力�1)和賀仙人鉱山(赤�鉄�鉱)�(1940-1958)�

�2)紳倉鉱μ1(褐�鉄�鉱)�(1939-1947)�

�3)鳥海鉱山(褐�鉄�鉱)�(1935-1954)�

�4)蓬来高松鉱{(�〃�)�(1939-1958)�

�5)滑川鉱山(�〃�)�(1942一�)

�6)上岡鉱山(磁�鉄�鉱)�(1940-1960)�

�7)高ノ倉鉱{(�〃�)�(193ト1953)�

�8)剣ケ塞鉱山(�〃�)�(1941-1957)�

』'�一�■■■�■■■��

3)関東地方

群馬鉱一』(褐

秩父鉱山(磁

赤谷鉱山(赤

諏訪鉱山(褐

大目向鉱山(磁

柏原鉱山(褐

明治鉱山(

高井鉱山(

黒姫山鉱山(

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

〃

〃

鉱)

鉱)

鉱)

鉱)

鉱)

鉱)

�

�

�

(19似一)

(1941一)

(194ト)

(1937一)

������

������

(1942一ユ956)

������

(1944一)

��一山一'

4)中部地方�1)神通鉱山(磁鉄鉱)�(1940-1953)

�2)稲越鉱山(〃)�(1039-1955)

�3)明1方鉱山(〃)�(1040一ユ955)

�4)赤坂鉱山(褐鉄鉱)�(1043一)

5)近畿地方�ユ)高野鉱山(磁鉄鉱)�(1938一ユ945)

�2)策二宗山里底山(含マンメデン壷失)�(1944-1951)

6)中国地方�1)熊野鉱山(磁鉄鉄)�(1541-1958)

�2)喜多平鉱山(褐鉄鉱)�(1940一)

�3)金平鉱山(磁鉄鉱)�(1939一)

7)四国地方�1)南困鉱山(含マシガシ鉄)�(1938-1945)

�2)国見山鉱山(〃)�(1944-1960)

8)九州地方�ユ)三井阿蘇鉱山(褐鉄鉱)�(工939-1950)

�2)真筆鉱山(〃)�/鶴二鵠;

※年数のないのは現在稼行申の鉱山である

この表からみてもあきらか荏ように1936年頃から漸次

多くなってきた事実は下記の表によって明白であろう

年代1

�㈰���

�㌶���

�㌸

�㌹

��

開発鉄鉱山数

2鉱山

4〃

ユ1〃

22〃

46〃

年代1

��

��

��

ユ9側

��

開発鉄鉱1城1

57鉱山

74〃

�㈢

��

142〃

年代1

��

��

��

ユ949

��

開発鉄鉱{数

67鉱山

55〃

59〃

52〃

59〃

1940年10月にはアメリカの対目層鉄輸出禁止が始ま

り1941年12月8目には太平洋戦争力渤発して経済封

鎖は強化されフィリピンマレｰインド杜どからの

鉄鉱石資源供給はほとんど停止状態となった.このた

めに中国満洲の鉄鉱石はもちろんであるが内地の鉄

鉱山も増産の一途をたどり1944には147鉱山におよぶ

小規模の鉄鉱山が開発さ'れた.これは日本の鉄鉱山

開発史上の最高とv'われるものでこの当時の鉄鉱山

はFe30%近くの低品位鉄鉱石まで開発された.

これは戦争カミ激しくなって原料の海上輸送が困難と

なり本来の鉄鉱石ばかりでなく鉄分を含有するもの

はすべて高炉用鉄鉱資源として利用する必要にせまられ

たからである(例えば鋼棒鉄津タタラ津マンガン揮

等).この他に従来高炉用鉄鉱資源としてあまり利用

されてい低かった硫酸津(硫酸焼鉱)も1939年から多量�
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に使用され始めた.そのころ日本製鉄K.Kは広畑製

鉄所の1,000トン高炉に火入れ式を行枚いまた清津

にも製鉄所を建設した.砂鉄も1940年頃から急激に使

用量が増加してきたが高炉の出銑能率と銑鉄の質はま

すます低下ししたカミって鋼材生産もまた悪化していっ

た.同時に国内の緊急鉄鉱資源調査が地質調査所

を中心として1942～1945年の4カ年間にわたって行

なわれ薗部竜一斎藤正次千藤忠昌小出博河野

義礼宮本弘遣高昌彰岩生周一等によって低品位

鉄鉱床(F･50%以下)にいたるまで調査された(この当時

の調査資料は終戦とともに大部分は散逸した).かくして

1942年には銑鉄生産が戦前最高の440万トンをマｰク

したか1944年頃になると室蘭釜石八幡を始めと

して主要製鉄所は空襲と艦砲射撃でいたでをうけ日本

の鉄鋼生産はほとんど息の根をとめたに近い状態にあっ

た.すなわち戦時中は35基の高炉が稼働していた

が(八幡製鉄所でも高炉12基が稼働する)敗戦の1945年に

は9基となりその翌年の1946年にはわずかに八幡製鉄

所の3基カミかろうじて稼働するにすぎたかった.

しかも日本は満洲朝鮮の製鉄所をはじめとして海

外の主要鉄鉱石資源供給地をすべて失い経済不安と海

外原料確保の見通しがたたないので日本の鉄鋼業は全

く壊滅に近い状態であった.しかも大部分の製鉄所は

賠償工場用として指定されていた(ただし釜石製鉄所は除

外された).また国内の鉄鉱山も乱掘によって保安状態も

全くよくなかった.とく1こ倶知安鉱山は1943年には

今までの最高である519,067トンを出鉱し1944年

(498,259トン)1945年(213,142トン)終戦の翌年1946

年(34,127トン)1947年(20,450トン)と減産している.

すなわち平年は約5万トン(1932)位であったが19姻年

の最高時はその約10倍に達したのである.釜石鉱山.

についても1943年にはいままでの鍛高である1,119,

618トンを出鉱したが1943年には169,263トンしか

出鉱できなかった.これは釜石製鉄所が戦災をうけて

操業不能になっていたからでもあるが終戦時の混乱に

よって生産意欲がなかったといった方がむしろ当ってい

るようである.これら両鉱山は全国鉄鉱石生産量の

約80所近くを占め生産鐙と埋蔵量が日本の鉄鉱資源

を代表するものとして一般に知られている.一方に

おいては原料炭の不見にも致命的なものがあり鉄鋼市

場も崩壊したため各製鉄所は生産再開の見通しもたた

ず途方にくれていた.

しかし鉄鋼生産を全く中止するわけにいかず1946年

頃から八幡製鉄所の高炉(3基)の火を守るため集中生

産を行なう計画をたてたが再開にふみきるまでにはい

たらなかった.一方国内の鉄鉱原料資源の状況につい

ては占領軍の天然資源局によって調査されその結果は

1947年に日本の鉄鉱床についてT.And〔ewsがまとめ

日本の砂鉄鉱床についてはH.Staatz氏によってまと

められた､

しかし国内はまず食糧難を解決するため硫安加里

肥料を必要としたのでまず加里資源として褐鉄鉱鉱

床にともなう鉄明ばん石(Jarosite)から加里分をと

リあとは鉄鉱石資源として利用することカミ考えられ

申聞試験がおこなわれたため明ばん石をともなう褐

鉄鉱鉱床の調査が地質調査所の片山信夫らによって

1947年から初められ同時に褐鉄鉱鉱床にともなう含

砒素および含燐鉱物の調査と研究カミ湊秀雄によって行

なわれた.その結果はr褐鉄鉱床にともなうカリ

燐および砒素｣として発表された.とくに灘馬県の灘

馬鉄山は鉄明ばん石を多量にともなうことは1946年12

月に地質調査所斎藤正次によって発見された(群馬鉄山

は1940年に発見され1944年5月から鋼管鉱業によって採掘さ

れたが1949年8月に休山する).その後調査が進むにつ

れて埋蔵鉱量も増大し1949年8月から褐鉄鉱にともな

う鉄明ばん石を焼成する試験に成功したので1951年7

月に焼結工場を太子に建てて脱加里を行ない鉄鉱石資源

として多量におくられるようになった.一方これと

同じように1942年!1月以来砒素含有量が多いため休山

していた喜茂別鉱山の褐鉄鉱にともなうス三ロド石の脱

砒試験研究(1949～1951)は富士製鉄の池野輝夫によっ

て行なわれこの中間試験の成句こよりその脱砒工場

が日鉄鉱業によって1951年11月に山元に建設され操業

されたが回収された亜砒酸の需要がないので1953年

8月以後は休山となっている.

しかし1947～1948年にかけてアメリカの原料炭鉄鉱

石などの海外原料資源がエロア資金によって輸入の目途

がつきはじめると日本の鉄鋼業もやや活発化して19

47年3月には輸酉製鉄所において戦後初めて火入れ式

がおこなわれた.また釜石製鉄所の復旧作業も初めら

れた.しかるに製鉄業界も財ばつ解体によって日本

製鉄K.Kは!950年4月1目に八幡製鉄KK(八幡製鉄所)

と富士製鉄K.亙(室蘭釜石広畑の各製鉄所)に分離し

て新しく出発することになった.ところが1950年6

月に朝鮮事変が勃発し日本の産業は莫大枚直接間接

の特需の発注によって活発化し1951年に鉄鋼業は第

一次設備合理化計画に着手し製銑製鋼圧延の各部

門の設備が増設近代化された.とくに焼結鉄の利用は

1950年ごろから増大したために焼結鉱資源である砂鉄�
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硫酸焼鉱粉鉱鉄鉱石資源が多量に消費されるようにな

った.一方銑鉄不足に苦しんだ平炉メｰカｰは自社一

で銑鉄生産に乗出した.まず川崎重工業が1950年8

月に川崎製鉄K,Kを設立し1951年2月から千葉市に高

炉建立を始めた.そして1953年に戦後最初の新設

一貴工場が700トンの高炉一基を新設して千葉製鉄

所を発足したとくに粉鉱鉄鉱資源を処理するためペ

レタイジング法年よってベレツト鉱の生産がアメ

リカの特許を導入して回本で始められた.また海外

鉄鉱資源についてはゴア鉄山開発の契約が1951年に成

立し1952年にはフィリピンのララップ鉄山開発の契約

もおこなわれた.これと同時に高炉各社は海外製鉄

原料委員会を組織して海外の鉄鉱石を協同して開発し

輸入することになった.

1952年8月には再び第20回万国地質学会(アルジェ)

においてr世界の鉄鉱床について｣のシンポジウムが開

かれ日本の鉄鉱床については地質調査所長三土知芳

が日本の接触交代鉱床について渡辺武男が日本の

含マンガン鉄鉱床について高昌彰によってそれぞれ発

表された.また1954年には地質調査所高昌彰によっ

て戦後の日本の鉄鉱資源カミとりまとめられ日本鉱産話

(B.I-C)に発表した.一方海外から技術交流により

1953年から流動焙焼製錬技術が導入されることによっ

て磁硫鉄鉱資源が鉄鉱原料(硫酸焼鉱として)として利

用されることが同和鉱業の久留島秀三郎の努力によって

活発化されてきたので1959年から地質調査所鉱山

局地方庁および民間の関係団体による未利用鉄資

源調査5力年計画事業として砂鉄および磁硫鉄鉱

資源調査カ､全国的に始められた(ただし地質調査所は1953

年から全国の含チタン砂鉄および磁硫鉄鉱資源調査を始めてい

た).その結果については毎年｢未利用鉄資源｣(第

1～6編)として発表された.同時に砂鉄の電気炉用

の需要も増加してきたのでとくに東北地方今チタン砂

鉄調査委員会によって東北地方の砂鉄を調査しその

結果カ江東北のチタン砂鉄資源｣として1953年に発表

された.この結果日本の砂鉄鉱床開発は盛んとなり

今まで噴火湾沿岸下北半島淋代海岸および久慈地方

の砂鉄鉱山をあわせて全国で24鉱山(1950年)であった

のが!954年には全国で68鉱山にもおよび1螂犀に

は約震倍に逝い蝸鉱山におよんでいる､しかもそ

の主要開発対象は海浜砂鉄から段丘砂鉄および海

底砂鉄までに発展している.

一方において東北地方では東北地方石灰石調査委員

会によって東北地方の石灰石資源が調査されその結

果は｢東北の石灰石資源(1954)｣として発表された.

また北海道地方の含チタン砂鉄資源についても地質調査

所北海道支所によって1955年にとりまとめられr北海

道のチタン資源｣として発表された.かくて高炉会

社は第二次鉄鋼合理化計画を1956年から始め海外

鉄鉱資源としては1956年にインド鉄鉱石長期購入(5

ヵ年)契約をむすび同時にマレｰ連邦の諾鉄山の開発

もおこなわれるようになった.この鉄鋼需要の増加は

日常生活に鉄製品が永久消費材として急激にのびたこと

と海外輸出が盛んとなったことである.このために

戦前の官民混入の製鉄業も完全に民間資本となり各社

カミ競って高炉操業能率の向上原料原単位の低下を目

的とした高炉設備の改修原料事前処理設備の拡充副

産物回収設備の強化と平炉および高炉の大型化を計る

に至った.ここにおいて製鉄用原料の長期的確保は

日本の高炉メｰカｰの重要恋仕事となりその供給地も

戦前とはことたり世界各国に求めなければならなくな

ってきた､また国内の鉄鉱資源としては砂鉄および

磁硫鉄鉱資源の全国的な未利用資源調査が1959年に第

一次調査を終りその結果砂鉄および磁硫鉄鉱資源の

埋蔵鉱量は第37表にそれぞれ示されている.このよ

うに砂鉄および硫酸焼鉱が焼結鉱用として大量に利用さ

れるようになったのは自港性焼結鉱技術の発達により

高炉の出銑率がよく狂ってきたことも一つの原因という

ことができる.またこの全国的調査結果は地質調査

所服部富雄(砂鉄資源)高島清(磁硫鉄鉱資源)によって

第37表本邦の砂鉄資源の埋蔵鉱量(昭禾1134年1959)

�(各通産局別)��埋蔵鉱�量誰��含�有鉄�量

札��幌�左3,069,500い����5,916,900トン�

仙��台�254,ユ07,900����36,242,470�

東��京�6基,808,9ユ4����6,661,6ユ2�

名�古�屋�5,422,332����527,982�

犬��阪�2,ユ39,026����65,0包0�

広��島�ユ36,9ユエ,OOO����5,886,ユOO�

四��国�1,646,739����80,69ユ�

福��岡�ユ50,2ユ4,852����4,ユ3ユ,924�

(金�国�討)�658,320,263����59,5ユ2,7ユ9�

���楽確辛�携帯�予想��餅冊立｣､`ム､戸{,の市ムス�

確定権莚予想鉱姐を■くんだものである

(未利用鉄資源開発審員会馴

第3S表本邦の磁硫鉄鉱資源の埋蔵鉱最(昭和3尋牟ユ959)
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それぞれとりまとめられユ960年にr本邦の合チタン

砂鉄および磁硫鉄鉱資源｣として発表された.

また戦後できた鉄鉱山懇話会は1957年に日本の鉄鉱石

資源についてとくに埋蔵鉱量をとりまとめてr本邦鉄

鉱床一覧表｣(未公開)を作成しその実体をあきらかに

した.また1959年には熊丸徹(南洋物産)によって

｢日本製鉄と鉄鉱資源｣と題して日本の製鉄発達史に

ともなう内外の鉄鉱床開発史が日鉄社史の資料として

発表された.

さて鉄鋼需要の増加によって戦前平炉メｰカｰであ

った住友金属工業(1953年小倉製鋼を吸収)神戸製鋼所

尼崎製鋼(尼崎製鉄)申山製鋼大阪製鋼はそれぞれ川

崎製鉄につづいて大型高炉建設にふみきった.これ

は鉄鋼一貫作業として生産をつづける方がはるかに有

利であるとともに能率的であることを認めざるをえな

かったからであろう･とくに戦前どこと祖ゆ鉄鉱石

の事前処理技術の改善により整粒作業と低品位鉄鉱の

増加のため粉鉱資源カミ多くなってきたので焼結設備の

増設は戦前において考えられないものと狂った.また

鉱石置場についてもオアｰ･ベツデング･システム(Ore

beddingsystem)(作提混合法)によって銘柄別に貯鉱さ

れた原料はすべてベノレト･コンベアｰで高炉に装入され

ているこのようにすべて合理化が行荏われ作業能率が

促進された.

一方このころの国内の鉄鉱床については1953年頃に

北海道地方では桂岡鉱山(磁鉄鉱褐鉄鉱)および釜石鉱

山(赤鉄鉱)の発見カミあり従来褐鉄鉱以外にあまり開発

されなかった鉄鉱床が開発されるようになった.東北

地方では秋囲鉱山(褐鉄鉱)官川鉱山(褐鉄鉱)がそ

れぞれ発見され開発された.関東地方では1954年に浦

倉鉱山(褐鉄鉱)カミ発見されついでユ959年には秩父鉱

山で戦後最犬の鉄鉱床である道伸窪鉱床(磁鉄鉱)が

磁気探鉱によって発見された.中国地方では山宣鉱山

および金平鉱山カミ磁鉄鉱鉱床として大きく開発され

るようになった.とくに戦後は探査技術め高度成長と

資源の有効利用も加わって今まであまり考慮されなか

った硫化鉱物鉱床(とくに鋼船亜鉛を主とする接触交代

鉱床とか層状含銅硫化鉄鉱床)にともなう磁鉄鉱を選鉱によ

って回収し粉状鉄鉱石資源として生産するようにたっ

た.釜肩鉱山(新山第二銅鉱床)赤金鉱山秩父鉱山

(大黒鉱山)都茂鉱山八茎鉱山山宣鉱山金平鉱山

吉原鉱山別子鉱山久根鉱山峯の沢鉱山などがそ

のおもなものである.この他に鉄鉱石資源としては日

本鉱業の佐賀関製錬所目立製錬所の銅津転炉鍍な

どからいわゆるカラミ浮選によって鉄精鉱を回収し

鉄鉱石資源として1953年頃から利用している.

このように従来その利用が考えられ衣かった鉱石も

技術革新によって利用されるようになってきたので

第一次未利用鉄資源の調査の終了した1959年からさら

に3カ年間延長して第2次未利用鉄資源調査(低品位

鉄鉱資源)が始められた.これは主として低品位鉄

鉱(F･50%以下F･25%まで)と海底砂鉄の全国的な調

査で今までかえりみられ恋かった鉄鉱石資源として

菱鉄鉱･合マンガン鉄鉱とか銅･鉛･亜鉛鉱床にともな

う磁鉄鉱の調査を主目的としこれにとも恋う有害成分

(燐加里砒素硫黄)を含有する褐鉄鉱鉱床の鉱石鉱物

学的性状の研究も同時に行なっている.そして2年

目までの埋蔵鉱量調査の結果は第39表に示されるごと

くである.

第39表本邦の低品位鉄鉱埋蔵鉱量(昭361960)

(地方通産局別)�(ユ959年埋蔵鉱最)�(ユ960隼埋蔵鉱量)

札幌�十'㌧ユ,998,ユ70(761,697〕�型2,038,4型8H16,7仰,370〕ゴ

仙台�4,467,966(1,827,463)�560,232(272,560)

東京�ユ,227,536(541,414)�1,457,3ユ0(490,012)

名古屋�一�253,330(101,270)

大阪�i�ユ,837,3工0(646,983)

広島�498,ユ85(160,008)�356,23ユ(141,80{)

四国�ユ02,865(23,381)�274､ユ90(67,720)

福間�317,550(121,598)�ユ,835,8ユ8(703443)

(合計)�8,612,272(3,435,561)�48,612,869(9171162)

��()は含翁鉄湿を芯す埋蔵鉱湿{確定推定予想,鉱最をふくむ〕

��(来利阿鉄筑源鯛沓1榊脇国会榊

(未利用鉄資源銅壷1糊雄姿国会嬬)
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